
第３９回宮崎海岸市民談義所

国土交通省 宮崎河川国道事務所

宮崎県

日時：平成30年2月3日（土）14：00～16：30

場所：宮崎市佐土原総合支所２階研修室、宮崎海岸（住吉地区）
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本日の流れ



本日の流れ
議事次第

【現地見学】

１．宮崎海岸の侵食対策の概要

２．第38回宮崎海岸市民談義所の振り返り

３．談義

（１）補助突堤①の周辺地形について

（２）現地をみて感じたこと

４．今後の予定

５．その他
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１．宮崎海岸の侵食対策の概要
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宮崎海岸保全の基本方針 - 5 -

第１１回 宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成24年7月開催）資料



宮崎海岸の侵食対策 - 6 -
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①北から流入する土砂を増やす
｛中長期｝一ツ瀬川北側や河川からの流入土砂を増やす
｛当面｝養浜をすすめる

埋設
まいせつ

護岸
ご が ん

 

第１１回 宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成24年7月開催）資料より作成



宮崎海岸侵食対策の技術検討の流れ
～技術検討から対策の実施と効果検証～
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宮崎海岸ステップアップサイクル

どのような方法をとればよいかを検討・実施し、効果を確認しながら、修正・改善を加えて、対策を着実
に進める。

宮崎海岸侵食対策は、
「侵食対策の検討、計画」から、
「侵食対策の実施、効果・影響の確認」の段階に。

Ａ：修正 Ｃ：確認

Ｄ：実行Ｐ：計画

効果を確認

現象の複雑さ
予測の不確実性

第１１回 宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成24年7月開催）資料より作成



体制と運営方針
～委員会、技術分科会、効果検証分科会、市民談義所～
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宮崎海岸トライアングル

宮崎海岸の砂浜の保全を目的として、行政・市民・専門家が三者一体となって進める。

第１１回 宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成24年7月開催）資料



技術分科会

第13回 【平成27年10月2日開催】

これまでの談義所、分科会、委員会等の開催状況 - 9 -

■宮崎海岸 侵食対策検討委員会 平成19年9月7日～現在まで16回開催

■宮崎海岸 侵食対策検討委員会 技術分科会 平成21年1月29日～現在まで13回開催

■宮崎海岸 侵食対策検討委員会 効果検証分科会 平成24年7月22日～現在まで6回開催

■宮崎海岸 市民談義所 平成21年4月25日～現在まで38回開催

（※談義所開催以前に、懇談会5回、勉強会15回を開催）

※ 宮崎海岸では、これまで侵食対策検討の場として３つの会議、開かれた市民の参加の場として市民談義所等を開催し、
談義を積み重ねてきました。
開催の履歴等については、展示している『宮崎海岸のこれまでの取り組み』（年表 市民とのあゆみ）、受付に置いている

『宮崎海岸の侵食対策 ～成り立ちと経緯～』（パンフレット）でご覧いただけます。

効果検証分科会 市民談義所

第6回 【平成29年8月30日開催】

侵食対策検討委員会

第16回 【平成29年9月29日開催】 第38回 【平成29年10月9日開催】



事業全体の長期的な見通し ～全体スケジュールの概要～
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■事業全体スケジュール

・養浜はⅠ期では砂丘頂部の低下抑制（急激な侵食防止）を主目的として実施し、突堤・補助
突堤による南への流出抑制が機能してくるⅡ期・Ⅲ期では、砂浜回復・維持を主目的とする。

・突堤・補助突堤は急激に設置すると影響が大きいことから、「宮崎海岸ステップアップサイクル
」に従い、養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認しながら着実に整備を進めていく。

・埋設護岸は高波浪時の砂丘頂部の低下（急激な侵食）を抑制することが目的であるため、で
きるだけ早期に整備を行う。

整備内容 Ⅰ期

（H23~H29）
Ⅱ期

（H30～H34）
Ⅲ期

（H35～H39）
期待する効果

養浜工 280万m3 砂浜の回復、維持

突堤の整備 L=300m 砂浜の安定

補助突堤の整備

L=150m、50m

埋設護岸の整備
L=2,700m

浜崖頂部高の保持

砂丘頂部の低下（急激な侵食防止）を抑制 砂浜回復・維持

養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認できるだけ早期に整備 養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認



事業の見通し ～直近スケジュールの概要～
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対策工
計画量
※１

第Ⅰ期（H23～H29年度） 第Ⅱ期（H30～H34年度）

H28年度まで
上段：施工量
下段：進捗率

H29年度（見込み含む※２）
H30年度

（見込み含む※２）

養浜工
（万m3）

280 112.0
（40%） 実施 実施予定

突堤
（m）

300 75
（25%） 実施しない

状況によっては
実施

補助突堤①
（m）

150 42
（28%） 実施しない

状況によっては
実施

補助突堤②
（m）

50 50
（100%，完成）

大炊田地区
埋設護岸（m）

1600 1,580
（98%） 実施しない 実施しない予定

動物園東地区
埋設護岸（m）

1100 720
（65%）

実施予定
（220m程度）

実施予定

※１：計画量は、第Ⅰ期～第Ⅲ期までの全体計画量であり、砂浜の回復状況等を踏まえて見直すことがある
※２：新設・延伸の予定であり、災害復旧、補修等は別途、適宜実施する場合がある

H29以降は現時点での見込み・想定であり、決定事項ではない
砂浜の回復具合、予算、土砂の調達状況、関係者との調整状況等を踏まえて決定していく
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２．第３８回宮崎海岸市民談義所の振り返り

（１）第３８回宮崎海岸市民談義所の開催概要



（１）第38回宮崎海岸市民談義所の開催概要
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□開催日：平成29年10月9日（月・祝）
□場所：佐土原総合支所研修室、現地（宮崎海岸 大炊田地区）
□参加した市民：11名
□議事概要：
１．宮崎海岸の侵食対策の概要
２．第37回宮崎海岸市民談義所の振り返り
３．報告（第16回委員会等の結果報告）
４．今後の予定
５．宮崎海岸の現状
【現地見学】
６．談義 （１）浜幅50ｍについて

（２）現地をみて感じたこと
７．その他

【現地見学】

●大炊田地区において、現地を見学するとともに、浜幅を
計測した。

【談義の概要】

●現地見学に引き続き室内にて、現地を見て感じたことや
浜幅50ｍの感想について共有するとともに、養浜事業や
海岸利用などについて談義を行った。

談義の様子

現地見学（砂浜計測）の様子
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（１）補助突堤①の周辺地形について

（２）現地をみて感じたこと

３．談 義



約２年前（H28.1.30撮影）

(１) 補助突堤①の周辺地形について
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T.P.-0.16m

約１年前（H29.2.26撮影）

T.P.+0.04m

今日の様子（H30.2.3撮影）

※今日の写真を貼り付けてホームページに掲載予定です

T.P.-0.47m



(１) 補助突堤①の周辺地形について
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今日の様子（H30.2.3撮影）

今日の海底地形

T.P.-0.47mT.P.-0.45m

※今日の談義に用いた海底地形図を貼り付けてホームページに掲載予定です

当日の海底地形

当日の海底地形よりも
１ｍ高い地形



約２年前（H28.1.30撮影）

参考：突堤周辺の様子
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T.P.-0.24m

約１年前（H29.2.26撮影）最近の様子（H30.2.2撮影）

※今日の写真を貼り付けてホームページに掲載予定です

T.P.+0.53m

T.P.-0.37m
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４．今後の予定

（１）平成30年度の全体予定

（２）平成30年度の市民談義所での談義内容（案）



(１) 平成30年度の全体予定
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平成30年度（対策実施 7年目）

海象観測

地形測量

環境
調査

技術分科会

参加型・体験型
談義

養浜

効果検証
分科会

突堤

埋設護岸

調

査

工

事

海域

陸域

ｱｶｳﾐｶﾞﾒ

分科会での検討事項の検討
本年度の対策実施予定確認

自然浜の状況を見ながら臨機に実施

委員会

効果・影響の検証
調査計画

… … …

… … …

… … …

… … …

…
…

…
…

…
…

（波浪・流況観測）

… … …

毎年適宜開催

毎年1回以上開催

毎年1回以上開催

8月

9月

（植物，鳥類，昆虫類）

（魚介類、底生生物等）

（上陸・産卵，固結調査）

9年目
（H32年度）

8年目
（H31年度）

委員会の付託により、技術的な検討
が必要になった場合に、適宜開催

調査計画に基づき実施

調査計画に基づき実施

1～2回程度開催を計画中

動物園東の延伸

状況により延伸

市民談義所 … … …
毎年適宜開催

7月 10月

会

議

4月 10月7月



（３）平成30年度の市民談義所での談義内容（案）
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日程 分類 内容

平成30年7月 談義所 効果検証に対する談義

平成30年10月 談義所 委員会・分科会結果報告

（計画中）
参加型・体験型

談義
（参加型・体験型の談義を計画中）

※工事に関わる事項については、毎回、その時点の情報・状況・見込みを
報告・説明します。

※談義したいテーマ等がありましたらご提案ください。
※日程・内容は現時点の予定です。事業の進捗等により変更になる可能性が

あります
※市民からの提案や、台風等により大きな浜崖が生じた場合などには

必要に応じて談義所の回数を増やすことがあります。
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５．その他
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報告（平成29年度工事の実施状況、予定他）

（１）養浜工 工事の実施状況と予定

（２）動物園東地区 埋設護岸延伸 工事の実施状況と予定

（３）大炊田地区 埋設護岸 維持補修 工事の実施状況と予定

（４）浜山コンクリート護岸災害復旧 工事の実施状況

参 考



(１) 養浜工 工事の実施状況と予定
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■工事スケジュール
通年：必要な箇所に適宜実施動物園東地区の例：平成29年12月22日 T.P.+0.0m

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

ｺﾝｸﾘｰﾄ
護岸 埋設護岸ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸 ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸自然浜自然浜

自然浜
（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

参考



(２) 動物園東地区 埋設護岸延伸 工事の予定
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■工事スケジュール
平成29年10月：着手
平成30年3月：完成（予定）平成30年1月30日 T.P.+0.3m

参考

動物園東地区

歓鯨館 住吉IC
一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

一ツ葉
有料道路

工事箇所



(３) 大炊田地区 埋設護岸補修 工事の予定
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■工事スケジュール
平成30年台風期あけ：着手

参考

大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川

Co護岸 自然浜

石崎浜

平成30年1月30日 T.P.+0.2m



(４）浜山コンクリート護岸災害復旧 工事の実施状況
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■工事スケジュール
平成28年３月：工事着手
平成29年９月：完成

動物園東地区

歓鯨館 住吉IC
一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

埋設護岸ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸 ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸自然浜

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

浜

一ツ葉有料道路

被災箇所

参考

平成30年1月30日 T.P.+0.3m


